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西
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一

い
さ
さ
か
旧
聞
に
属
す
が
、
昨
年
の
春
と
夏
に
東
京
と
京
都
の
国
立
博
物
館
で
、
中
華
人
民
共
和
国
古
代
青
銅
器
展
が
催
さ
れ
た
。
旧
中
国
交
恢

復
後

二
度
目
の
大
が
か
り
な
展
観
で
、
文
化
大
革
命
中
発
見

の
殷
周
か
ら
後
漢
に
い
た
る
出
土
文
物
を
主
と
し
、
唐
代
の
金
銀
器
も
出
陳
さ
れ
た
。

中
に
は
そ
の
前
年
に
発
見
さ
れ
た
始
皇
陵
東
側
陶
俑
坑
出
土
の
武
人
陶
俑
や
陶
馬
も
置
か
れ
て
い
た
。
私
な
ど
は
と
て
も

一
度
で
は
頭
に
入
ら
ず
、

東
博
に
二
度
、
京
都
に
も

一
度
観
に
出
か
け
た
。
も

っ
ぱ
ら
の
興
味
は
、
金
文
の
択
影
に
あ

っ
た
の
だ
が
、
各
代
諸
青
銅
器
の
多
様
さ
に
は
、
ず
い

ぶ
ん
と
興
奮
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
折
の
展
観
品
で
、

い
ま
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
三
器
あ
る
。

一
は
江
蘇
省
漣
水
前
漢
墓
出
土
の

「臥
鹿
」
。
高
五
ニ
セ
ン
チ
。
三
〇
セ
ン
チ
も
あ
ろ
う
角
を
張
り
、

前
足
を
折
り
後
足
は
腹
側
に
か
が
め
、

や

や
右
に
横
坐
り
す
る
写
実
的
な
姿
態
。
く

つ
ろ
い
だ
風
で
い
て
警
戒
を
怠
ら
ず
、
風
の
そ
よ
ぎ
も
聴
ぎ
も
ら
さ
ぬ
よ
う
に
両
耳
は
ピ
ン
と
聳
て
、
目

は
つ
ぶ
ら

に
張

っ
て
い
る
。
空
間

へ
の
緊
張
感
を
た
だ
よ
わ
せ
な
が
ら
も
、
観
る
者
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
楚

々
た
る
造
型
で
あ

っ
た
。

一
は
雲
南
省
江
川
前
漢
墓
出
土
の

「虎
牛
祭
盤
」
。
牛

の
背
は
ゆ
る
や
か
な
凹
状
盤
形
で
、

一
匹
の
虎
が
牛
尾
の
つ
け
根

に
か
ぶ
り
つ
き
乗

り

か

か
っ
て
い
る
。
な
の
に
当
の
牛
は
、
み
ご
と
に
張

っ
た
角
の
重
た
げ
な
首
を
前
方
に
の
べ
た
ま
ま
、
悠
然
と
か
ま
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
胴
部
は
か

ら

っ
ぽ

で
、
そ
の
腹

の
下
、
即
ち
盤
下
に
く
ぐ

っ
て
、
小
牛
が

一
頭
こ
ち
ら
を
向
い
て
屈
托
な
く
立

っ
て
い
る
。
そ
の
お
お
ど
か
で
遠
心
性
を
も
つ

造
型
は
、
何
と
も
特
異
な
風
趣
で
あ

っ
た
。

一
は

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
鍍
金
緑
松
石
象
嵌
獣
形
盆
硯

(以
下
、
銅
盒
硯
と
略
称
)
で
あ
る
。
そ
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
異
形
は
、
私
な
ど
お
よ

そ
机
辺
に
そ
な
え
て
愛
玩
で
き
る
代
物
で
は
な
い
。
漢
代
を
通
じ
て
の
銅
器
の
意
匠
は
、
み
る
と
こ
ろ
、
多
く
は
現
実
生
活
の
周
辺
に
題
材
を
取
る

よ
う
だ
が
.
こ
れ
は
例
外
と
思
わ
れ
る

一
つ
で
あ
る
の
も
珍
ら
し
か

っ
た
。
た
だ
し
展
示
の
名
標
は

"
獣
形
"
で
し
か
な

い
。

あ
れ
か
ら

一
年
半
を
経
て
も
、
こ
の
三
器
は
印
象
に
深
い
。
と
り
わ
け
文
房
具
の
遺
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
之
の
銅
盆

硯
の
異
形
は
、
」頭
か
ら
離

1



図1鍍 金緑松石象嵌獣形盒硯(文 物出版『中国古青銅器選』)

図2同 上開盒(坂 田玄翔氏提供)

れ
な
い
。
本
稿

で
は
、
主
と
し
て
文
革
以

後

の
資
料
に
拠

り
焦
点
を
硯
と
そ
の

"獣

形
"
に
据
え
て
、
鍍
金
と
緑
松
石
等
の
象

嵌
を
付
随
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

◇

こ

の
銅

盒

硯

は
、

高

一
〇

、

長

二

五

セ

ン
チ
、

重

三

、

入

五
㎏

。

名

の

と

お

り
外

ヘ

ヘ

ヘ

へ

側
を
青
銅
で
し

つ
ら
え
た
ふ
た
も
の
の
硯

で
、
上
半
分
は
帯
紐

の
蓋
に

な

っ
て

い

る
。
全
形
は
、
犬
歯
を
も

っ
た
歯
を
む
き

出
し
て
口
は
半
開
き
、
つ
ぶ
れ
た
獅
子
鼻

の
吼
を
開
い
て
う
な
る
か

に
、

緑

松

石

(
ト
ル
コ
石
)
を
嵌
め
た
ら
ん
ら
ん

た

る

切
れ
長
の
眉
間
を
せ
ば
め
た
眼
の
上
か
ら

は
、
長
く
先
の
鋭
い
角
を
二
本
、
背
頂
ま

2

で
伸
し
、
先
端
は
背
骨
に
向

っ
て
対
角
に
背
負
い
、
心
も
ち
腰
を
落
し
、
四
肢
を
ふ
ん
ば

っ
て
盤
踞
ー

と
い
う
よ
り
今

に
も
何
か
に
飛
び
か
か
ろ

う
と
す
る
構
え
。
充
実
し
た
野
性
の
力
動
感
に
み
な
ぎ

っ
て
い
る
。
(
現
南
京
博
物
館
蔵
)
。

こ
の
銅
盒
硯
は
、

『人
民
中
国
』

一
九
七

一
年
十
月
号
で
カ
ラ
ー
図
版
の
み
が
掲
げ
ら
れ
、
つ
い
で

『考
古
』

一
九
七

二
年
第

一
期
に
、
夏
勲
氏

の

「無
産
階
級
文
化
大
革
命
中
的
考
古
新
発
現
」

(中
国
簡
化
字
は
改
め
た
。
以
下
同
じ
)
中
に
、
約
四
分
の

一
の
白
黒
写
真
の
挿
図
を
載
せ
て
簡

(
1
)

単
に
紹
介
さ
れ
た
。

つ
い
で

『
文
物
』

一
九
七
三
年
第
四
期
に
は
、
呉
山
菁
氏
の

「
江
蘇
省
文
化
大
革
命
中
発
現
的
重
要
文
物
」
に
、
も
少
し
丁
寧

に
紹
介

さ
れ
た
。
二
誌
を
要
し
て
摘
記
す
れ
ば
、
発
掘
の
年
は

一
九
六
九
年
、
出
土
地
は
江
蘇
省
徐
州
市
土
山
。
磚
室
墓

の
随
葬
品
か
ら
、
墓
主
は



穿
)

後
漢

の
明
帝

の
子
で
兄
の
章
帝
の
遺
詔
に
よ
吟
彭
城
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
安
帝
の
元
初
四
年

(
一
一
七
)
に
薨
じ
た
彭
城
王

・
劉
恭
、
も
し
く
は
こ
れ

に
関
係
あ
る
人
。
遺
骸
に
は
銀
縷
玉
衣
が
匣
さ
れ
て
い
た
。
随
葬
晶
に
は
、
銅
器
、
陶
器
、
漆
器
、
玉
石
器
が
あ
り
、
銅
器
は
執
壺

・
銅
盤

・
銅
灯

・
銅
壺

・
銅
熏
な
ど
で
、
あ
る
も
の
は
鏖
金
、
あ
る
も
の
は
鋳

の
細
小
精
緻
な
造
型
で
、
生
き
生
き
と
し
た
姿
態

の
虎

・
鴿

・
熊

・
神
獣
で
あ
る
、

と
記
さ
れ
、
二
氏
と
も
に
随
葬
品
中
で
は
銀
縷
玉
衣
と
銅
盆
硯

(
呉
氏
は
神
獣
と
形
容
)
を
特
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
七
三
年
六
月
、
東
博
で

「中
華
人
民
共
和
国
出
土
文
物
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
中
国
交
正
常
化
を
記
念
し
て
、
中
国

か
ら
寄

せ
ら
れ
た
初
の
文
化
大
革
命
中
の
出
土
文
物
展
で
あ

っ
た
が
、
こ
と
に
こ
の
前
年
に
発
掘
さ
れ
た
馬
王
堆

一
号
漢
墓
が
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
話
題
を
世
界
に
提
供
し
た
ほ
と
ぼ
り
の
醒
め
ぬ
こ
ろ
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
豪
華
多
彩
な
列
品
と
、
す
で
に
満
城
漢
墓
の
金
縷
玉
衣
の
発
見
が

人

口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
た
た
め
、
徐
州
出
土
の
銀
縷
玉
衣
の
出
陳
に
目
を
み
は
ら
さ
れ
、
他

の
印
象
は
薄
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
が
い
ま
、

そ
の
展
観
図
録
を
み
る
と
、
徐
州
漢
墓
出
土
品
中

の
金
象
嵌
銅
箒
、
鳥
獣
足
銅
益
、
雁
足
銅
燈
ほ
か
、
玉
豚
、
銀
盒
が
あ

る
。
し
か
し
銅
盒
硯
は
出

陳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
図
録

に
は
墓
室

の
平
面
図
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
銅
盒
硯
は
、
ど
う
や
ら
前
室
の
北
西
辺
に
置
か
れ
た
よ
う
に
み
え

る
。
見
出
し
の
説
明
で
は
、
す
で
に
盗
掘

に
遇

っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
随
葬
当
時
の
ま
ま
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

(
3
)

さ
て
、
銅
盒
硯
は
全
面
を
鍍
金
し
、
変
化

の
多

い
流
雲
紋
を
施
し
た
上
、
眼
球
、
顔
面
、
腹

・
背
、
四
肢
の
外
側
面
な
ど
に
、
多
数
の
緑
松
石
と

そ
れ
に
青
金
石

・
紅
珊
瑚
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。

漢
代
青
銅
器
の
特
色

の

一
つ
に
鍍
金
技
術
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
鍍
金
器
は
、
各
種
の
報
告
書
や
出
版
物
に
多
数
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に

満
城
漢
墓
に
そ
の
尤
品
が
多

い
。

過
眼
し
た
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

一
九
六
二
年
山
西
省
右
玉
前
漢
墓
出
土

「酒
温
尊
」、

一
九
六
五
年
江
蘇
省
漣
水

前
漢
墓
出
土
「犠
尊
」、

一
九
六
七
年
雲
南
省
石
寨
山
前
漢
墓
出
土

「群
猿
銅
鉢
」
、

一
九
六
八
年
河
北
省
満
城
前
漢
墓
出
土

「長
信
宮
灯
」、

一
九
七

四
年
河
南
省
偃
師
後
漢
墓
出
土
の
、
鍍
金
青
銅
製
酒
尊
に
納
め
ら
れ
た
十
二
個
の
小
品

の
麒
麟

・
象

・
牛

・
馬

・
羊
な
ど

で
あ
る
。

(
4

)

こ
う
し
た
鍍
金
技
法
は
、
春
秋
後
期
か
ら
戦
国
時
代
に
発
明
さ
れ
漢
代
に
盛
ん
と
な

っ
た
金
銀
錯
技
法
よ
り
、
後
起
の
技
法
で
あ
る
ら
し
い
。
し

か
し
金
銀
あ
る
い
は
銅

の
錯

(象
嵌
)
と
平
行
し
て
鍍
金
器
も
盛
行
し
た
。
銅
盒
硯
も
こ
う
し
た
漢
代
鍍
金
器
の

一
連
の
作
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
さ

ら
に
緑
松
石
等
の
象
嵌
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
、
ま
た
注
目
さ
れ
る
。

緑
松
石
の
象
嵌
は
、

つ
と
に
殷
周
青
銅
器
に
み
ら
れ
る
。
史
樹
青
氏
に
よ
れ
ば
、
石
錯
銅
器
と
し
て
は
、
古
代
常
用
の

一
種
の
装
飾
品
で
、
漢
代

(
5
)

の

「嵌
緑
松
石
鍍
金
銅
斛
」
の
銘
文
中
、
こ
の
緑
松
石
を
さ
し
て

「青
碧
閔

(
玖
)
塊
」
と
称
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
青
碧
は
、

『山
海
経
』
の

3



西
山
経
に

「
高
山
其
上
多
銀
、
、其
下
多
青
碧
」
と
あ

っ
て
、
郭
璞
の
注
に
「碧
亦
玉
類
也
。
今
越
儒
会
稽
県
借
山
出
碧
」
と
み
え
る
ゆ
史
樹
青
氏
が
み

る
よ
う
に
青
碧
石
が
緑
松
石
を
さ
す
と
す
れ
嘆

『
山
海
経
』
注
に
い
う
そ
の
産
石
地
の
漢
の
藩

郡
は
、
ム
フ瑠

川
省

西
臼
景

の
東
南
で
あ
為

た
だ
し

『後
漢
書
』
巻
八
八
の
西
域
伝

〈
大
秦
〉
の
条
に
も
珊
瑚
、
琉
璃
そ
の
他
と
と
も
に
青
碧
を
あ
げ
て
い
る
。
大
秦

は

官
ー

マ
帝
国
を
さ
す
の

が
通
説

の
よ
う
で
あ
る
か
、
い
ま
緑
松
石
を
俗
に
ト
ル
コ
石
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
支
配
下
の
ト
ル
コ
産
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
緑
松
石
の

記
録
に

つ
・い
て
は
、管
見
に
お
よ
ば
な
い
の
で
こ
れ
以
上
詳
し
く
し
な
い
。
ま
た
銅
盒
硯
の
象
嵌
別
石
の
青
金
石
に
つ
い
て
も
発
掘
遺
品

の
珠
飾
品
中

に

一
件
報
告
を
知
動
渺
け
で
、
出
石
に
つ
い
て
の
記
録
を
詳
し
く
し
な
い
。
仄
聞
で
は
、
ラ
ピ

ス
ラ
ズ

エ
リ
と
称
し
紺
色
不
透
明

の
中
に
少

々
金
色
の

ま
じ

っ
た
石
で
、
漢
語

の
琉
璃
の
こ
と
だ
と
い
う
。
た
だ
し
緑
松
石
の
出
土
報
告
は
何
件
か
知
ら
れ
る
。
以
下
時
代
を
追

っ
て
挙
げ
れ
ば
…
…
。

∴
一
九
七

二
年
青
海
省
楽
都
県
で
発
掘
さ
れ
た
原
始
社
会
の
氏
族
公
共
墓
第
五
四
六
号
墓
で
、
計
九
五
件
の
出
土
品
中
、

一
塊
の
小
緑
松
石
が
あ

っ

た
ゆ
石
斧
類
三
件
は
両
腿
の
中
間
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
緑
松
石
は
頸
部
に
在
る
。
墓
群
か
ら
は
海
貝

.
石
貝
な
ど
渉
出
土
す

る

こ

と

か

(
8
)

ら
、
報
告
書
は
こ
の
頃
す
で
に
貨
幣
に
よ
る
流
通
経
済
機
構
の
き
ざ
し
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
緑
松
石
の
位
置
か
ら
推
し
て
、
墓
主
生
前
の
宝
重

品
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。

一
九
七
五
年
、
安
陽
の
殷
墟
で
殷
晩
期
の
帝
乙

・
帝
辛
時
代
と
推
定
さ
れ
る
地
穴
式
お
よ
び
半
地
穴
式

の
房
屋

が
発
見
さ
れ
た
。
陶
器
、
銅
器
に
ま
じ

っ
て
玉
、
石
、
骨
な
ど
の
工
芸
品
が
多
数
伴
出
し
た
の
が
特
色
で
あ
る
が
、
中
に
骨
笄
で
帽
部
に
小
片
の
緑

松
石
を
嵌

め
た

一
件
と
・
緑
松
石
製

の
牛
頭
が
出
土
し
て
い
軛

ま
た
同
年

や
は
り
殷
墟
で
大
型
の
完
整
な
王
室
関
係

の
墓
蒙

発
掘
さ
れ
た
.

五
号
墓
と

よ
ぶ
。
二
百
件
に
近
い
青
銅
器
の
出
土
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
五
百
件
に
の
ぼ
る
玉
石
器
の
種
々
も
随
葬
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
種
で
は
最

大
級
の
発
見
で
あ

っ
た
。
動
物
の
小
彫
像
が
数
十
件
あ

っ
た
が
、
う
ち
二
件
の
大
理
石
製
の
水
牛
に
緑
松
石
が
嵌
め
ら
れ
て
い
て
、
も

っ
と
も
珍
貴

な
遺
例
だ
と
紹
介
さ
れ
て
い
菊

一
九
七
二
年
・

一
九
七
五
年

の
二
度
に
わ
た
り
、
遼
寧
省
朝
陽
で
発
響

れ
た
西
周
初
期
七

δ

一
号
墓
出
土
品

(
11

)

中
に
管
状

の
緑
松
石
珠
十
二
枚
が
あ
り
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
九
七
四
年
、
陝
西
省
戸
県
春
秋
初
期
墓
出
土
の
随
葬
品
中
に
、
玉
石

(
12
)

・
骨
器
が
あ
り
、
う
ち
串
珠

一
串
は
玉
片
や
鶏
血
珠
に
緑
松
石
九
個
を
ま
じ
え
て
組
成
さ
れ
て
い
た
。

一
九
七
三
年
、
江
蘇
省
六
合
県
東
周
楚
国
墓

(
マ
マ
)

(
13

)

一
九
六
五
年
、
山
西
省
長
治
県
戦
国
墓
出
土
品
中
、製
飾

出
,土
の

銅
剣
三
件
の

一
つ
は
、
格
頭
の
円
盤
状
の
と
こ
ろ
に
松
緑
石
が
象
嵌
さ
れ
て
い
た
。

(
14

)

石
類
篇

円
の
緑
松
石
珠
二
枚
と
緑
松
石
製
の
量

性

そ
れ
に
琉
璃
串
飾

=

八
節
中
に
緑
松
石
を
含
む
も
の
が
あ
.
た
.

一
九
七
五
籔

四
川

省
西
昌
県
の
戦
国
末
か
ら
前
漢
初
期
と
推
定
さ
れ
る
墓
葬
出
土
品
中
に
、
瑪
瑙
や
骨
製
の
珠
管

に
緑
松
石
を
ま
じ
え
た

一
件
の
報
告
が
あ
る
。
漢
代

の
も
の
で
は
、

一
九
七
二
年
、
雲
南
省
江
川
前
漢
墓
出
土
品
-

入
百
余
件
の
青
銅
器
中
に
緑
松
石
象
嵌
器
は
ア」
と

に
多

い
d

-
中
、
万
余
の
瑪

4_



(
16
)

瑙

.
軟
玉
.
緑
礬

を
羅

し
た
大
小
不
同
の
長
方
形
の
珠
飾
で
、
饕

物
に
鰥

ら
れ
た
も
の
が
あ
.
た
.

尻

七
二
年

藷

省
嘉
峪
欄
後
漢

二
号
墓
出
土
晶
中
、
珠
飾
の
琥
珀
と
緑
松
石
十
個
ず
つ
が
あ

っ
た
と
報
告
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
報
告
例
か
ら
み
て
、
緑
松
石
は
銅
器
の
装
飾
用
鑵
嵌
以
外
に
、
古
く
か
ら
身
辺
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
た
だ
し
単
独
で
雕
象
さ
れ
る
も
の
は
少
な
く
、
多
く
は
他
の
石
珠
と
と
も
に
連
綴
さ
れ
た
串
飾
品
と
し
て
制
作

さ
れ
て
い
る
。

(
18

)

青
銅
器
に
鑛
嵌
さ
れ
た
緑
松
石
は
、
戦
国
末
か
ら
漢
代
に
限

つ
て
み
て
も
、
報
告
書
に
散
見
す
る
が
、
新
出
土
品
で
私

の
過
眼
し
た
も
の
を
挙
げ

れ
ば
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

①

斜
方
雲
文
錺

一
九
五
七
年
河
南
省
陝
県
戦
国
墓
出
土

(「
中
華
人
民
共
和
国
出
土
文
物
展
」

企

九
七
七
年
〉
図
録
臨
42
)

②

越
王
勾
践
銅
剣

一
九
六
六
年
湖
北
省
江
陵
県
望
山

一
号
楚
墓
出
土

(「中
華
人
民
共
和
国
出
土
文
物
展
」

企

九
七
三
年
〉
図
録
M
29
)

③

蟠
璃
雲
文
壺

一
九
六
六
年
陝
西
省
宝
鶏
戦
国
墓
出
土

(「
中
華
人
民
共
和
国
古
代
青
銅
器
展
」
図
録
M
67
)

④

雲
文
獣
尊

一
九
六
五
年
江
蘇
省
漣
水
県
前
漢
墓
出
土

(「
同
①
」
図
録
血
43
)

⑤

幾
何
文
壷

同
右
。
(
「同
③
」
図
録
M
go
)

⑥

銅
鹿

同
右
。
(
「同
③
」
図
録
漁
飢
)

⑦

狩
猟
文
筒
形
金
具

一
九
六
五
年
河
北
省
定
県
前
漢
墓
出
土

(「
同
①
」
図
録
M
62
)

以
上
の
諸
器
は
⑥
を
除
き
、
錯
金
銀
手
法
を
も
加
え
ら
れ
た
き
わ
め
て
手
の
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
②
と
⑦
は
贅
を

つ
く

し

て

い

る
。
こ
と
に
⑦
に
つ
い
て
史
樹
青
氏
は
、
注
4
前
掲
書
に

"鬼
斧
神
工
"
と
ま
で
称
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
な
お
同
氏
は
緑
松
石
の
鏤
嵌
技
術
を
解

説
し
て
、
大
要
、

「殷
周
期
の
鑛
嵌
緑
松
石
銅
器
の
緑
松
石
の
多
く
は
、
片
状
か
決
状
で
、
鋳
て
お
い
て
か
ら
仕
上
げ
る
。
細
か
く
嵌
め
る
と
き
は

漆
液
で
粘
付
し
た
の
ち
、
磨
き
を
か
け
る
。

"
越
王
勾
践
剣
"
は
、
剣
格
正
面
の
獣
面
紋
は
碧
琉
璃
を
嵌

め
、
背
面

の
獣
面
紋
は
緑
松
石
を
嵌
め
て

い
て
、

そ
の
表
面
は
磨
い
た
痕
跡
が
顕
著
で
あ
る
」
と
い
い
、
ま
た

一
九
六
四
年
、
山
西
省
臨
溜
出
土
の

「
金
銀
錯
緑
松

石
三
紐
大
銅
鏡
」
が
、
錯

石
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
孃
嵌
緑
松
石
銅
器
は
、
多
く
磨
錯
さ
れ
た
も
の
で
、
金
錯
と
並
称
さ
れ
た
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
、
⑥
に
つ
い
て
は
、
造
型
美
に
心
を
奪
わ
れ
緑
松
石
象
嵌
の
有
無
を
見
落
し
た
。
い
ま
図
版
で
も
識
別
し
が
た
い
け
れ
ど
も
、
記
録
で
遁
背

゜
臂

゜
脛

゜
耳
識
ば
鏤
嵌
し
て
い
る
と
い
う
・
⑦
は
つ
い
先
ご
ろ
過
眼
し
た
も
の
だ
が
・
車
飾
に
用

い
ら
れ
允
と
さ
れ
る
金
具
の
そ
れ
は
、
精
緻
な

金
銀
技
法
の
ほ
か
に
、
数
多
く
の
円
形
と
菱
形
の
緑
松
石
が
ま
る
味
を
も
た
せ
て
、
器
外
に
凸
出
し
て
象
嵌
さ
れ
て
い
た
。
②
を
除
く
他
の
五
器
が

5



器
体
の
表
面
と
同
じ
高
さ
に
嵌
め
ら
れ
て
い
て
、
ご
く
薄

い
板
状
に
な

っ
て
い
る
の
と
は
差
が
あ
り
、
ひ
と
き
わ
豪
華
で
あ

っ
た
。

さ
て
、

こ
の
銅
盆
硯
の
数
多
い
緑
松

・
青
金
石
、
紅
珊
瑚
は
、
脱
落
し
て
し
ま

っ
て
原
状
不
明
の
も
の
の
ほ
か
は
、
円
形
、
楕
円
形
、
勾
玉
形
な

ど
の
全
部
が
、
ま
る
味
を
も

っ
て
器
外
に
凸
し
て
い
る
。
石
の
表
面
も
磨
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
光
彩
陸
離
と
し
て
、
⑦

に
匹
敵
す
る
手
の
こ
ん
だ

鑛
嵌
技

法
で
あ
る
。
銅
盒
硯
は
技
術
面
で
も
こ
う
し
た
類
例
の
優
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
鍍
金
お
よ
び
錯
金
銀
を
と
も
な
う
象
嵌
緑
松
石
青
銅
器
の
出
土
地
は
、
南
北
に
わ
た

っ
て
分
布
し
て
い
て
、
そ
の
中
心
地
は
い
ま
の

と
こ
ろ
推
定
で
き
な
い
.
が
、
銅
盒
硯
の
出
土
地
の
徐
州
市

(
ほ
ぼ
東
径

=

七
度
二
+
醗

北
緯
三
四
度
二
+
分
)
近
郊
で
あ
る
銅
山
県
小
亀
山

前
漢
墓

出
土
品
中
の
銅
熏
、
銅
虎
、
銅
鳥
飾
、熊
形
銅
器
足
、銅
帽
等
の
鍍
金
銅
器
類
の
報
告
、
そ
れ
に
徐
州
市
よ
り
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
前
述
の
漣
水

県
三
里
嫩

(
ほ
ぼ
東
径

=

九
度
二
七
分
、
北
緯
三
三
度
七
五
分
)
墓
か
ら
、
錯
金
銀
お
よ
び
鑛
嵌
緑
松
石
の
銅
鼎
、
銅
壼
、
銅
犠
尊
、
銅
鹿
、
銅

鎗
等
の
出
土
品
を
み
て
い
麺

」
と
は
・
単
な
る
暗
合
と
は
思
わ
れ
な
い
.
そ
れ
に
、
漣
水
出
土
の

銅

曁

が
人
身
に
鳥

の
頭
と
爪
を
、
足
は
馬
蹄

の
怪
獣

の
形
象
を
つ
く
る
の
や
、

「
獣
形
金
帯
鉤
」
二
種
の
、

・」
と
に
二
式

の
そ
れ
は
、
鉤
端
は
牙
を
も

つ
獣
頭
で
、
鉤

身
は
目
を
爨

せ
牙
を
む

き
爪
を
生
や
し
た
四
肢
、
長
い
耳
と
両
角
を
具
え
て
両
側
に
小
蛇
を
蟠
繞
さ
せ
た
怪
獣
、
と
い
う
ま
こ
と
に
奇
妙
な
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
も
と
よ

り
銅
盒
硯
の
獣
形
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、

一
脈
通
じ
る
感
覚
t

の
ち
に
述
べ
る
神
仙
思
想
に
根
ざ
し
た
そ
れ
ー

が
盛
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
戦
国
末
か
ら
前
漢
に
か
け
て
の
銅
器
の
装
飾
技
法
の
系
統
が
、
な
お
後
漢
時
代
こ
の
あ
た
り

の
地
に
継
承
さ
れ
、
優
秀

な
工
人
が
育
て
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

6

◇

銅
盒
硯
を
開
い
た
状
態
は
、
視
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
た
だ
し
蓋
を
取

っ
た
写
影

で
は
、
硯
身
の
上
に
釣
鐘
状
の
も
の

(研
墨
石
。
ま
た
磨

石
と
も

い
わ
れ
、
墨
を
硯
に
磨
り
あ
わ
せ
る
用
具
)
が
立
て
て
あ
る
。
蓋
の
内
部
に
こ
の
研
墨
石
の
納
ま
る
空
間
を
し
つ
ら
え
て
あ
る
の
か
。
蓋
は

伏
せ
て
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
辺
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。

『
図
録
』
の
説
明
文
に
も
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
が

「蓋
の
内
側
に
石
の
硯

板
を
は
め
こ
ん
で
い
る
」
と
い
う
。

「蓋
の
内
側
」
と
い
う
の
は
、
下
底
部
の
硯
身
を
さ
す
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
石
板
の
占
め
る
割
合
も
不
明
で
あ

る
。
と

こ
ろ
で
宇
野
雪
村
教
授
は
、

一
九
七
二
年
三
月
、
故
宮
博
物
院
慈
寧
宮
で
催
さ
れ
て
い
た

「文
化
大
革
命
中
出
土
文
物
展
」
で
銅
盒
硯
を
実

見
さ
れ
た
。
日
本
人
で
は
お
そ
ら
く
初

の
過
銀
者
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
吶
面
は
や
は
り
見
る
こ
と
を
滸
さ
れ
ず
、
洞
行

の
坂
田
玄
翔
君
が
、
添
・X



(
23
)

ら
れ
て
い
た
硯
身
を
示
す
写
影

(図
2
)
を
ス
ナ
ッ
プ
し
た
。
宇
野
教
授
は
、

の
ち
に
そ
の
折
の
印
象
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
ご
ろ
両
氏
よ
り

的
聞
し
た
と
こ
ろ
、
盆
の
上
下
の
合
わ
せ
目
に
墨
の
あ
と
が
み
え
た
こ
と
、
下
底
部
に
は
嵌
石
し
て
い
た
こ
と
、
硯
面
に
磨
墨
の
痕
跡
ら
し
い
影
が

あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
墓
主
生
前

の
実
用
硯
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
国

の
新
出
土
硯
は
、

『
文
物
参
考
資
料
』、
『
考
古
通
訊
』
以
来
、
多
種
の
報
告
が
あ
り
挙
げ
き
れ
な

い
が
、
新
出
土
硯
を
中
心
と
し
て
、
体
系

的
に
硯
史
を
考
察
し
た
の
は
王
冶
秋
氏
で
あ
る
。
そ
の
論
考
は

『
文
物
』

一
九
六
四
年
第

一
期

の

「
刊
登
硯
史
資
料
説
明
」
に
み
え
、
資
料
の
出
土

硯
は
、
以
後

一、九
六
五
年
第
十

一
期
ま
で
同
誌
に
連
載
さ
れ
た
。
う
ち

〈
硯
史
資
料

一
〉
に
、
漢
代

の
獣
足
石
硯

・
十
二
峰
陶
硯

.
三

種

の

陶

器

(
24
)

硯
、
〈硯
史
資
料
十
二
〉
に
双
鳩
蓋
三
足
石
硯

・
天
然
卵
石
硯

・
三
熊
足
帯
蓋
石
硯
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
こ
れ
ら
を
遡
る
出
土
硯

が

報

告
さ
れ
て
い
る
。
銅
盆
硯
も
も
と
よ
り
そ
の

一
つ
で
あ
る
が
、
管
見
に
入

っ
た
も
の
を
時
代
順
に
挙
げ
れ
ば
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

㈲

湖
北
省
雲
夢
睡
虎
地
戦
国
晩
期
秦
四
号
墓
出
土
石
硯

一
九
七
六
年
の
出
土
で
、
現
在
知
ら
れ
る
最
古
の
硯
。
鵝
卵
石
製
で
不
規
則
の
菱
形
状
。
長
六

。
八
-
七
、
寛
五

.
三
ー
六
セ
ン
チ
。
墓

主
入
葬
の
時
期
は
、
椁
室
門
楯
上
の
刻
字

(「五
十

一
年
曲
陽
徒
邦
」)
に
よ
り
、
秦
昭
襄
王
五
十

一
年
、
二
五

六
B

.
C
と
さ
れ
る
。
ち

(25

)

な
み
に
研
墨
石
と
墨

一
塊
が
伴
出
し
た
。
ま
た
硯
面
と
研
墨
石
の
面
に
磨
墨
し
た
跡
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

⑬

湖
北
省
江
陵
鳳
凰
山
前
漢

一
六
入
号
墓
出
土
石
硯

一
九
七
五
年
出
土
。
墓
主
入
葬
の
時
期
は
、
有
紀
年
竹
牘

(文
帝
初
元
十
三
年
)
に
よ
り

一
六
七
B

・
C
と
さ
れ
る
。
墓
主
の
名

(も
し

く
は
姓
)
は
遂
。
県
令
に
相
当
す
る
任
官
者
と
推
定
。
硯
の
石
質
は
未
報
告
だ
が
、
円
形
を
な
し
底
径
九

・
八
、
厚

一
.
八
セ
ン
チ
。
こ

れ
も
研
墨
石
と
墨
が
伴
出
し
、
ま
た
硯
面
と
研
墨
石

(高
三

・
五
セ
ン
チ
)
の
底
部
に
磨
墨
の
跡
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
竹
笥
の
中

に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
他
に
筆

一
支
、
墨
五
塊

(
発
見
時
、
多
く
砕
け
て
い
た
が
、

一
決
は
ほ
ぼ
完
整
で
瓜
子
状
を
し
て
い
た
)
、

無

字

の
木
牘
、
削
刀
が
あ

っ
て
、
書
道
文
房
史
上
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ち
な
み
に
五
百
件
に
及
ぶ
珍
貴
な
随
葬
晶
と
、
そ
れ

に
も

ま

し

(26

)

て
、
保
存

の
よ
い
男
戸
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
馬
王
堆

一
号
漢
墓
の
女
尸
に
つ
い
で
、
内
外
の
耳
目
を
驚
う
か
せ
た
。

⑥

湖
北
省
江
陵
鳳
凰
山
前
漢
八
号
墓
出
土
石
硯

一
九
七
三
年
出
土
。
墓
葬

の
絶
体
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
諸
種
の
事
例
に
よ
り
、
文
帝
よ
り
武
帝
元
狩
年
間

(
一
七
九
-

一
七
七
B

.

(
27

)

C
)
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
礫
石
製

の
扁
平
な
円
餅
形
。
こ
れ
も
釣
鐘
状
研
墨
石
が
伴
出
し
、
ま
た
磨
墨
の
跡
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

7
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㈲

江
蘇
省
海
州
前
漢
晩
期
霍
賀
墓
出
土
木
盆
硯

一
九
七
三
年
出
土
。
墓
葬

の
絶
体
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
器
物
上
の
書
体
な
ど
か
ら
、
前
漢
晩
期
だ
と
さ
れ
る
。
墓
は
夫
婦
合
葬
で
、

こ
の
硯
は
男
子
の
棺
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
類
例
を
見
な
い
硯
で
あ
る
。
盆

の
長
二
二
・
九
、
寛
七

・
六
、
厚

一
セ
ン
チ
で
、
上

下

一
合
の
木
製
の
外
匣
の
中
に
石
板
を
は
め
て
い
る
。
な
お
盆
蓋
の
裏
面
に
は
、
八
分
体
を
雑
え
、
大
小
不
同

二
十
余
字
を
墨
書
し
て
い

(
28

)る
。
こ
の
期
の
八
分
と
し
て
は
、
珍
ら
し
い
遺
例
で
あ
る
。

㈲

河
南
省
済
源
前
漢
最
晩
期
八
号
墓
出
土
石
硯

一
九
六
九
年
出
土
。
墓
葬
の
絶
体
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
墓
の
結
構
法
と
出
土
五
銖
銭

の
形
制
等
に
よ
り
、

元

・
成

・
哀
帝
期

(
四
六

(
29
)

～

一
B

・
C
)
と
さ
れ
る
。
長

=

一、
寛
四

・
七
セ
ン
チ
。
硯
面
に
は
朱
色
が
残

っ
て
い
た
と
い
う
。

以
上
は
凡
そ
新
代
ま
で
の
新
出
土
硯
で
、

い
ま
の
と
こ
ろ
後
漢
前
期

の
出
土
例
は
な
い
。
銅
合
皿硯
は
後
漢
中
期
墓

(
一
一
七
年
ご
ろ
)
の
出
土
で

あ
る
。

つ
い
で
に
後
漢
晩
期
の
出
土
硯
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
三
件
が
あ
る
。

㈲

河
南
省
霊
宝
三
号
墓
出
土
石
硯

(30

)

一
九
七
二
年
出
土
。
墓
葬

の
絶
体
年
代
不
明
。
円
形
硯
で
周
辺
に
朱
を
塗

っ
て
い
る
。
直
径

一
五

・
入
、
厚
○

・
九

セ
ン
チ
。

㈲

甘
粛
省
嘉
峪
関
三
号
墓
出
土
石
硯

一
九
七
二
年
出
土
。
墓
葬
の
絶
体
年
代
不
明
。
青
破
酸
岩
製
で
、
長
二

一
・
五
、
寛

一
四

・
二
、
厚
○

・
五

セ
ン
チ
。
す
で
に

一
角
が
断

(31
)

砕
さ
れ
て
い
た
が
、
磨
墨
の
跡
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

⑪

安
徽
省
亳
県

一
号
墓
出
土
石
硯

一
九
七
二
年
出
土
。
墓
葬
の
絶
体
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
土
の
陶
器
や
貨
幣
か
ら
後
漢
末
期
と
さ
れ
る
。
青
石
質
の
硯
で
、
長

一
六

(
32
)

・
七
、
寛
七

・
六
、
厚
○

・
七
セ
ン
チ
。
こ
れ
も
研
墨
石
が
伴
出
し
て
い
る
が
、
下
は
方
形
、
上
は
円
形
で
あ
る
。

以
上

の
う
ち
⑪
と
銅
盆
硯
以
外
は
、
単
独
の
石
硯
で
あ
る
。
た
だ
し
⑥
の
特
例
も
、
銅
盒
硯
の
超
自
然
的
な
怪
異
な
風
貌
と
、
目
に
も
ま
ば
ゆ
い

鍍
金

・
嵌
玉
の
硯
製
に
は
、
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
余
談
に
わ
た
る
が
、
中
国
人
民
郵
政
の
切
手

(
一
九
七
三
年
、
八
分
)

に
も
な

っ
て
い
る
。

8
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こ
う

こ
こ

で
再
び
銅
盒
硯
の

"獣
形
"
を
観
て
み
た
い
。
そ
の
全
形
は
、
結
語
す
れ
ば
鼇
を
か
た
ど

っ
て
い
る
と
私
は
思
う
。

『古
今

図
書
集
成
』
〈禽
獣
典
〉
鼇
部
に
、
お
よ
そ
亀
属
と
は
思
え
な
い
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五
つ
の
そ
そ
り
た
つ
山

を

背

負

っ

て
、
竜

に
ひ
と
し
い
頭
を
も
た
げ
、
三
指
を
具
え
た
前
足
を
水
中
に
ふ
ん
ば

っ
た
図
で
あ
る
。」
さ
ら
に

「海
獣
葡
萄
鏡
」

忙
、
あ
ゐ
種
の
獣
紐
が
あ

っ
て
、
銅
盒
硯
ー
海
獣
葡
萄
鏡
獣
紐
-
鼇
図
の
そ
れ
は
、
'
一
系
の
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
疑
問
に
思
う
の
は
、
唐
鏡
の
海
獣
の
名
の
由
来
と
、
八
稜
鏡
で
海
獣
葡
萄
鏡
の
獣
紐
に
類
似
す
る
紐
を
有
七
て
い
る
の
に
、
稜
猊
等
の
別
名

を
冠
し
て
称
せ
ら
れ
る
唐
鏡

の
有
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
鏡
鑑
の
専
書
を
電
覧
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
海
獣
葡
萄
鏡
は
、
唐
代
北
現
れ
た
飾
紋

で
、

(33

)

そ
の
海
獣
に
つ
い
て
も
、

つ
と
に
衆
訟
の
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
す
な
あ
ち

"海
獣
"
と
は
、

「海
外
の
獣
」
な
い
し
は

「海
外
か
ら
来
た
獣

(ま

(
43
)

(35

)

た
は
馬
)」
で
、

一
般
に
は
』
ラ
イ
オ
ン
を
指
す
L
意
と
解
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
し
樋

口
隆
康
教
授
は

『
三
才
図
会
』
の
海
馬
の
項
に
引
く
、

『隋
書
』

西
域
伝

〈吐
谷
渾
〉
の
条
に
み
え
る

「青
海
の
竜
種
か
ら
生
れ
た
駿
馬
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
竜
馬
伝
説
か
ら
着
想
し
て
、
「
同
じ
葡
萄

鏡
の
中

に
は
、
馬

以
外
の
動
物
が
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
方
は

"海
獣
"
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、

「
ブ
ド
ー
唐
草

文
の
西
方
図
案
と
、
西
域

伝
来
の
名
馬
と
を
背
景
と
し
て
、

"海
馬
"
と
い
う
名
が
も

っ
と
も
ふ
さ
わ
し
か

っ
た
」
か
ら
で
、
ド
「
ブ
ド
ー
唐
草
文
は
、
ガ

ン
ダ
ー
ラ
仏
教
美
術

に
と
も
な

っ
て
中
国
に
入

っ
て
き
た
と
み
ら
れ
な
く
は
な
い
。
た
だ
唐
鏡
に
み
る
海
獣
ブ
ド
ー
文
は
、
ブ
ド
ー
唐
草
文
は
下
地
の
図
文
で
あ
り
、
禽

獣
文
が
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
両
者
は
構
成
上
遊
離
し
て
お
り
、
禽
獣
自
体
が
中
国
的
禽
獣
文
を
主
体
と
し
て
い
る
点
で
、
中
国
的
変
容
を
う

(
36

)

け
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
」
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
は
は
な
は
だ
示
唆
に
富
む
。
海
獣
葡
萄
鏡
な
い
し
は
入
稜
鏡
等
の
内
区
の
禽

獣
は
別
と
し
て
、
獣
紐
の
獣
は

"稜
猊
"
と
い
う
よ
り
は
竜
馬
に
近
く
、
竜
馬
が
水
と
強
く
結
び

つ
く
こ
と
か
ら
し
て
、
唐
代
の
海
獣
の
祖
形
は
、

直
接
に
結
び

つ
か
な
い
と
し
て
も
鼇
と
も
類
し
、
さ
ら
に
は
銅
盒
硯
の
獣
形
と

一
系
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。

一
体
、
鼇
は
亀
類
に
属
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
仮
空
の
霊
獣
で
あ
る
。
か
つ
て
温
禎
祥
氏
に
伺

っ
た
中
国
の
俚
諺

に

「
四
書
五
経
↓
雖
然
唸

透
了
、

鼇

・
鼇

・
龜

・
鼈

・
竈
、
'仍
認
不
了
」
が
あ
る
。
四
書
五
経
を
読
破
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
五
字
の
区
別
は
ま
だ
わ
か
ら
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
学
問
を
鼻
に
か
け
る
半
可
通
を
か
ら
か
う
諷
喩
で
あ
る
。
い
か
に
も
、
筆
画
は
複
雑
で
、
字
の
下
部
は
ま
ぎ
れ
や
す
い
。
こ
の
亀
類

の
字

の

う
ち
鼇
だ
け
は
伝
説
の
獣
で
あ
る
。

鼇
は
神
仙
伝
説
に
二
種
み
え
る
。

一
は

「鼇
山

(ま
た
は
鼇
戴
)」
伝
説
で
あ
り
、

一
は

「
女
蝸
蒼
天
」
の
そ
れ
あ
る
。
ま
ず

前
説

に
つ
い
て
は

『
列
子
』
湯
附
篇
に
、
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渤
海
之
東
、
不
知
幾
億
万
里
。
有
大
壑
焉
。
実
惟
無
底
之
谷
。
其
下
無
底
、
名
日
帰
虚
。

(中
略
)
而
五
山

(岱
輿

.
員
嬌

.
方
壺

.
瀛
州

.

蓬
莢
)
之
根
、
無
所
連
著
、
常
随
潮
波
、
上
下
往
還
、
不
得
鏨
峙
焉
。
仙
聖
毒
之
、
訴
之
於
帝
。
帝
恐
流
於
西

(四
)
極
、
失
群
聖
之
居
、
乃

命
禺
彊
、
使
巨
鼇
十
五
、
挙
首
而
戴
之
、
迭
為
三
番
、
六
万
歳

一
交
焉
。
五
山
始
峙
而
不
動
。
云
々
。

と
あ
る
・
の
ち
の
『
文
選
』
の
張
衡

「思
玄
賦
」
に
、
「
登
蓬
莢
而
容
与
兮
。
鼇
雖
抃
而
不
傾
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
話
と

『
楚
辞
』
天
間
の

「
鼇
戴
山

抃
、
何
以
安
之
」
の
句
を
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
思
玄
賦
」
の
こ
の
句
に
李
善
は
『列
仙
伝
』
を
引

い
て

「巨
鼇
背
負
蓬
簾
山
、
而
抃
於
滄

海
之
中
」
と
注
し
て
い
る
。
抃
は
両
手
を
搏
つ
意
で
、

『爾
雅
翼
』
に
は
ま
た

「鼇
之
性
好
抃
楽
。
故
今
称
好
楽
者
馬
為
鼇
頭
」
と
い
っ
て
い
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
鼇
は
禺
彊
に
召
さ
れ
、
渤
海
の
東
の
帰
虚
に
在

っ
て
五
仙
山
を
負
い
、
と
き
に
仙
人
の
楽
奏
を
聞
け
ば
手
を
う

っ
て
楽
し
む

と
い
う
霊
獣
に
み
た
て
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

『
説
文
新
附
』
に

「鼇
、
海
大
鼈
也
。
从
黽
敖
声
。
五
窄
切
」
と
み
え
る
。
海
に
住
む
大

ス
ッ
ポ

ン
と
い
う
の
で
あ
る
。

『新
附
』
の
文
字
は

『
説
文
』
に
四
〇

一
字
み
え
る
が
、
も
と
小
徐
本
に
は
な
か
っ
た
の
を
、
徐
鉉
が

『説
文
』
を
校
定
し

た
と
き
、
当
然
な
く
て
は
な
ら
な
い
文
字
と
し
て
、
新
た
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

『説
文
解
字
詰
林
』

〈鼇
〉
部
に
引
く
紐
樹
玉

『
説
文
解
字
新

附
考
』

に
は
、

『
芸
文
類
聚
』
巻
九
六
に
引
く

『列
子
』
が

「巨
鼇
」
を

「巨
亀
」
に
作

っ
て
い
る
た
め
、
鼇
は
後
人
の
改
め
た
も
の

で

あ

る

こ

と
、

『
玉
篇
』
に
引
く

『
列
仙
伝
』
に

「有
神
霊
之
鼇
、
背
負
蓬
莢
之
山
在
海
中
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
鼇
に
作
る
の
は
列
仙
伝
に
始

ま

る

と

し
、
亀

と
鼇
と
は
本
来
声
の
近
い
た
め
の
改
字
だ
と
例
証
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
楚
辞
』
天
間
に

「鼇
戴
山
抃
」
と
あ
り
、

『後
漢
書
』
張
衡
伝

に

「鼇
雖
抃
而
不
傾
」
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
鼇
字
は

〈
天
間
〉
篇
に
初
出
す
る
が
、
義
は
怪
誕
に
わ
た
る
か
ら
、
許
慎

は

『説
文
』
に
採
入
し
な

か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い

っ
て
い
る
。

ま
た

『詁
林
』
に
引
く
鄭
珍
の

『
説
文
解
字
新
附
考
』
に
は
、
ほ
ぼ
紐
説
を
襲
う
も
の
の
、

『
淮
南
子
』
冥
覧
訓

の
高
誘
注
、

『楚
辞
』
天
間
の

王
逸
注
、

『
列
子
』
湯
問
の
張
湛
注
が
、
等
し
く

「鼇
、
巨
亀
也
」
と
い
う
の
は
、
物
の
大
な
る
こ
と
を
形
容
し
て

「
敖
」
と
い
っ
た
も
の
だ
と
し

て
そ
の
例
を
挙
げ
、
周
末
に
巨
亀
が
仙
山
を
背
負
す
る
と
い
う
伝
説
が
生
れ
た
、
始
め
は
そ
れ
を
敖
の
音
で
称
し
て
専
字
が
な
か

っ
た
の
を
、
造
言

者
が
鼇
と
作
字
し
た
も
の
だ
と
推
量
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
鼇
と
亀
と
は

一
物
で
あ
る
か
ら
、
鼇
を
亀
と
改
め
て
も
妨
げ
は
な
い
。
だ
か
ら

『
芸

文
類
聚
』
引
の

『
列
子
』
は
亀
と
し
た
も
の
で
あ
る
、

『
一
切
経
音
義
』
に

『
字
林
』
を
引
い
て

「鼇
、
海
中
大
亀
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
古
説

に
よ

っ
て
い
る
た
め
で
、
徐
鉉
が
こ
れ
を

『
新
附
』
に

「
大
鼈
」
と
改
め
た
の
は
失
考
で
あ
る
、
と
論
証
し
て
い
る
。
ご
う

『
爾
雅
』
に
鼇
字
の
み
え
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
、
紐

・
鄭
の
説
に
は
理
が
あ
る
。
馬
鹿
で
か
い
亀
を

「
敖
」
音

で
称
し
た
ま
で
で
あ

ろ

10



う
。
た
だ

し
か
し
、
巨
亀
が
仙
山
を
負
う
と
い
う
神
仙
説
が
、

『楚
辞
』
の
書
か
れ
た
時
代
に
生
じ
て
い
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
か
ら
、
神
仙
説
の

盛
ん
な
漢
代
に
お
い
て
、
信
奉
者
の
聞
で
超
自
然
的
な
霊
獣
と
し
て
の
鼇
形
が

つ
く
ら
れ
る
と
考
え
て
も
、
不
自
然
で
は
あ
る
ま

い
。
ち

な

み

に

『抱
朴
子
』
外
篇

〈喩
蔽
〉
に

「巨
鰲
首
冠
瀛
州
、
飛
波
浚
乎
方
丈

(壷
)
」
と
あ
る

「鰲
」
は
、
『
正
字
通
』
に
鼇

の
俗
字

と
し
て
い
る
よ
う
に
、

(
37
)

こ
れ
も

『楚
辞
』
な
ど
と

一
系
の
話
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
亀
が
仙
人
を
乗
せ
ま
た
人
を
負
う
説
話
も
他
に
散
見
す
る
が
、
新
出
土
品
に
も
、

『
列
子
』

の
説
話
に
基
く
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

一
九
六
九
年
、
河
南
省
済
源
県
出
土

(
8
頁
、
③
項
と
同
時
同
所
の
随
葬
品
)
の

「
陶
亀
座
博
山
炉
」
で
あ
る
。
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
通
高
二
四

セ
ン
チ
、
蓋

の
周
り
は
山
巒
を
重
畳
さ
せ
、
そ
の
間
に
薬
を
搗
く
兎
、
鳥
、
竜
、
獰
な
ど
八
種
の
怪
異
な
風
貌

の
鳥
獣
が
居

り
、
蓋

の
頂
上
に
は
鷹

が

一
兎
を
啄
え
て
い
る
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
立
体
的
に
塑
し
、
炉
下
の
円
柱
の
両
側
に
は
人
面
を
浮
き
出
さ
せ
、
柱
下
は
首

を
昂
げ
た
亀

(鼈
?
)
を

(
38
)

写
実
的
に
塑
し
、
亀
甲
は
円
点
で
表
し
、
通
体
に
緑
釉
を
か
け
て
あ
る
と
い
う
。
報
告
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
ま
さ
し
く
亀

(鼇
)
が
仙
山
を
負

う
形
象
で
あ
る
。
模
写
図
で
み
る
か
ぎ
り
、
蓋
の
奇
妙
な
諸
鳥
獣
や
柱
側
の
人
面
等
は
、
ま
さ
に
神
仙
説
話
中
の
類
で
あ

っ
て
、
鼇
山
伝
説
と
通
じ

る
。

(
な
お
ま
た
、
こ
の
第
十
六
号
墓
か
ら
は

一
件
、
紅
褐
色
粕
の
陶
亀
座
灯
が
出
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
。)

い
ま

一
つ
、
前
述

(
7
頁
)
の

十
二
峰
陶
硯

(
同
書
、
図
版
弐
参
照
)
は
、
通
高

一
六

・
五
、
長
二

一
・
七
、
寛

二
一
・
ニ
セ
ン
チ
で
、
三
山
各
四
峰

の
形
で
あ
る
。
王
氏
は
前
漢

の
も
の
と
推
定
し
、
解
説
で
は
、
左
右
の
山
下
に
仙
人
が
あ

っ
て
山
を
負

い
、
三
足
が
畳
石
状
に
つ
く

っ
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
図
版
で
は
判

然
と
し
な

い
が
、
人
面

の
下
に
ま
た

一
獣
形
を
塑
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
、
こ
れ
も
鼇
形
で
鼇
山
伝
説
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

余
談

に
わ
た
る
が
、
十
二
峰
陶
硯
が
何
故
、
主
三
山
に
つ
く
る
か
と
い
え
ば
、
五
神
山
伝
説
の
ほ
か
に
三
神
山
伝
説
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち

前
引
の

『
列
子
』
の
文

に
つ
づ

い
て

「而
竜
伯
之
国
有
大
人
。
挙
足
不
盈
数
歩
、
而
曁
五
山
之
所
。

一
釣
而
連
六
鼇
、
合
負
而
趣
帰
其
国
、
灼
其
骨

以
数
焉
。
於
是
岱
輿
、
員
嚆
二
山
、
流
於
北
極
、
沈
於
大
海
。
仙
聖
之
播
遷
者
、
巨
億
計
。
云
々
」
と
あ
る
。
岱
輿

・
員
崎
が
大
海
に
没
す
れ
ば
、

残
る
は
方
壷

(丈
)

・
瀛
州

・
蓬
莢
三
神
山
で
、
こ
れ
こ
そ

『史
記
』

〈
秦
始
皇
本
紀
〉
・
〈
封
禅
書
〉
、

『
漢
書
』
〈
郊
祀
志
〉
等
に
み
え
る
三
神
山

で
あ
る
。
も
と
よ
り
神
仙
説
中
の
絵
そ
ら
ご
と
で
あ
る
が
、
こ
の
陶
硯
の
三
山
も
ま
た
神
仙
の
居
所
を
し
め
す
も
の
で
あ

る
。

ま
た

一
九
五
四
年
山
東
省
沂
南
よ
り
後
漢
末
と
推
定
さ
れ
る
画
像
石
墓
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
室
の
八
角
撃
天
柱

の
柱
身
西
面
に
、
首

の
長

(39

)

い
鼈
状

で
と
ぼ
け
た
顔
面
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
三
山
の
上
部
に
は
天
帝
ら
し
い
座

像

が

あ

り
、
他
に
奇
獣
怪
鳥
が
刻
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、

こ
れ
も
お
そ
ら
く
巨
亀
す
な
わ
ち
鼇
戴
説
話
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。

、

一

蹕
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図3亀 文拓影

ち
な
み
に

「巨
鼇
負
山
」
の
説
話
に
つ
い
て
は
.
藤
田
豊
八

「
支
那
に
伝

わ

る

二
一二
の

(
40

)

窓

旨

ゴ

に

つ
き

て
」

の
考

察

が

あ

り
、

印

度

の
説

話

の
影

響

と

み

る
。

こ
れ

に
対

し
、

出

石

(
41

)

誠
彦

「上
代
支
那
の

『
巨
鼇
負
山
』
説
話
の
由
来
に
つ
い
て
」
は
、
こ
の
説
話
が
漢
民
族
独

自
の
思
想
発
達
上
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
論
及
し
て
い
る
。
が
、
鼇

・
鼈

・
鼇
等
を

亀
類

一
般
に
含
め
、
な
お
鼇
形
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

鼇
の
関
わ
る
い
ま

一
つ
は
、
有
名
な

「女
蝸
蒼
天
」
の
神
話
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
淮
南

子
』
冥
覧
訓
に
次
の
ご
と
く
い
う
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

往
古
之
時
、
四
極
廃
、
九
州
裂
。
天
不
兼
覆
、
地
不
周
載
。

(中
略
)
於
是
女
蝸
錬
五

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

色

石

、

以

補

蒼

天
、

断
鼇

足
、

以

立

四
極

、

殺

黒

竜

、

以

済

冀

州

、

積

蘆

灰
、

以

止

淫

水

。

蒼

天

補

、

四
極

正
、

淫
水

涸
、

冀

州

平

。

云

々
。

右

の
う

ち

傍

点

部

は
、

『
史

記
』

三
皇

紀

、

『
列

子

』

湯

問

、

『
論

衡

』

談

天

に
も
、

ほ

ぼ

同

文

と

し

て
み

え

る
。

鼇

山

、

女

蝸

蒼

天

の
話

は
、

道

家

思

想

と

関

連

す

る

も

の

で
あ

ろ

う
か
ら
、
鼇
は
神
仙
説

の
盛
ん
な
時
代
に
創
り
出
さ
れ
た
超
自
然
的
霊
獣
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
古
今
図
書
集
成
』
の
図
は
、
も
と
よ
り
こ
う
し
た
伝
説
の
想
像
図
で
し
か
な
い
。
が
、
図
に
竜
頭
に
近
く
つ
く

っ
た
の
は
、
実
在
の
亀
鼈
で
は
、

仙
山
を
負

い
帰
虚
に
浮
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
と
考
え
て
、
竜
種
と
混
血
さ
せ
た
図
様
を
ひ
ね
り
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
銅
盒
硯
の
外
貌
も
同

じ
く
鼇

と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
と
同
じ
意
識
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
強
い
て
言
え
ば
、
硯
が
水
な
し
で
は
用
を
な
さ

な
い
器
で
あ
る
こ
と
は
、
鼇
の
住
む
帰
虚
の
水
中
と
関
る
だ
ろ
う
し
、
玉
匣
を
着
こ
ん
だ
墓
主
が
神
仙
思
想
に
か
ぶ
れ
、
死
後
の
永
遠
を
希

っ
て
、

金
色
粲
然
と
鍍
金
し
、
さ
ら
に
は
青

・
緑

・
赤
の
宝
玉
を
嵌
め
こ
ん
だ
霊
獣
を
随
葬
品
と
し
て
壙
中
に
置
い
た
こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
に
神
仙
伝
説

の

鼇
形
を
想
起
さ
せ
る
理
由
で
あ
る
。

さ
ら
に
銅
盒
硯
が
鼇
形
を
証
す
点
を
蛇
足
す
れ
ば
、

青
銅
器
紋
飾
の

一
に
亀
文
の
あ
る
こ
と
で
あ
る

(図
3
)
。
そ
れ
は
多
く
盤

の
内
面
に
施
さ

れ
、

一
般
に
亀

の
全
形
を
俯
視
形
に
象

っ
て
い
る
。
そ
の
顔
面
は
、
瓶
形
の
角
を
も
つ
蟠
竜
文
の
形
相
と
よ
く
似
て
、
ま
た
銅
盒
硯

の
顔
と
も

一
類

で
あ
る
。
心
な
し
か
緑
松
石
象
嵌
の
主
意
は
、
青
銅
器
亀
甲
の
円
形
に
つ
く
る
こ
と
よ
り
転
化
し
た
文
様
を
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
亀
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文
儀

代

に
盛
行
し
、
春
秋
戦
国
期
に
な
お
沿
用
さ
れ
た
と
い
饕

水
容
器
に
用
い
る
亀
紊

尾
を
ひ
い
て
・
神
仙
藷

の
鼇
形
を
想
起
し
・
ひ
い

て
億

、
、,
こ

の
"
鍍

金

緑

松

石

等

象

嵌

鼇

形

盒

硯

"

の
形

象

に
な

っ
た

も

の
と

私

に
は

思

わ

れ

る
。

(
一
九

七

七
年

十

二
月

四

日
稿

)

〔
注
〕
.

(
1
)

こ
れ
よ
り
さ
き

一
九
七

一
年
八
月
十
四
日
の

『新
華
日
報
』
に
、

「
徐
州
漢
墓
和
丹
陽
南
朝
墓
的
情
況
」
と
題
し
て
報
告
さ
れ
た
ら
し
い
が
未
見
。

(
2
)

闘後
漢
書
』巻
五
〇

〈
孝
明
八
王
列
伝
〉
参
照
。

(
3
)

夏

.
呉
両
氏
と
も

「鑒
金
」
と
す
る
が
、
鍍
金
ど
同
意
。

『集
韻
』
に

「
鑒
、
美
金
謂
之
鑒
」
と
あ
り
、
全
面
金
彩
様
の
形
容
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
因
み
に

「鍍
」
は

『集

、
.
・
韻
』
に

「鍍
、
以
金
飾
物
、
通
作
塗
」
と
あ
り
、
銅

・
銀
な
ど
に
極
め
て
薄
い
金
を
、
か
ぶ
せ
塗
り

(金

メ
ッ
キ
)
す
る
意
で
あ
る
。

(
奮
〉

史
樹
青

「我
国
古
代
的
金
錯
工
芸
」
(
『文
物
』

一
九
七
三
1
6
)
宍
六
～
七
二
頁
参
照
。

(
5
>

注
(
4
)前
掲
書
七

一
頁
、
〈余
論
>
3

「
石
錯
銅
器
」
参
照
。

(
6
)、

「土
多
金
銀
奇
宝
。
有
夜
光
璧

・
明
月
珠

・
駭
鶏
犀

・
珊
瑚

・
虎
魂

・
琉
璃

・
琅
圷

・
朱
丹

・
青
碧
。
云
々
」
と
あ
る
。
銅
盒
硯
象
篏
の
三
種
の
玉
名
は
、
と
も
に
こ
こ
に
見
え

、
)
で
・い
る
か
ら
、
大
秦
産
の
舶
載
と
考
え
る
の
が
穏
当
か
も
し
れ
な
い
。

(
7
)

「広
東
徐
聞
東
漢
墓
」
(
『考
古
』

一
九
七
七
i
4
∀
二
七
二
頁
参
照
。・但
し
、
琉
璃
と
は
別
石
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

へ
8
)

宀
青
海
楽
都
柳
湾
原
始
社
会
墓
地
反
映
出
的
重
要
問
題
」
(
『考
古
』

一
九
七
六
6
)
三
六
八
頁
参
照
。

(
9
)

「
一
九
七
五
年
安
陽
殷
墟
的
新
発
現
」
(
『考
古
』

一
九
七
六
1
4
)
二
七
二
頁
お
よ
び
図
版
捌
1
10
参
照
。

(
10
)

「殷
墟
考
古
発
掘
的
又

一
重
要
新
収
獲
」
(
『考
古
』

一
九
七
七
ー
3
)

一
五
二
頁
参
照
。

(
11
)

「遼
寧
朝
陽
魏
営
子
西
周
墓
和
古
遺
址
」
(
『考
古
』
・一
九
七
七
1
5
)
三
〇
八
頁
参
照
。

(
12
)

「陜
西
戸
県
宋
村
春
秋
秦
墓
発
掘
簡
報
」
(
『文
物
』

一
九
七
五
1
10
五
九
頁
、
お
よ
び
六
五
頁
挿
図
二
七
参
照
。

(
13
)

「江
蘇
六
合
県
和
仁
東
周
墓
」
(
『考
古
』

一
九
七
七
1
5
>
二
九
九
頁
参
照
。

(
41
)

「山
西
長
治
分
水
蛉
翊
朞
墓
発
掘
簡
報
」
(
『文
物
』

一
九
七
ニ
ー
4
)
四
三
頁
参
照
。

(
15
)

「西
昌
鰯
河
堡
子
大
石
墓
発
掘
簡
報
」
(
『考
古
』

一
九
七
六
ー
5
)
三
二
八
頁
参
照
。

(
16
)

「雲
南
江
川
李
家
山
古
墓
群
発
掘
簡
報
」
(
『文
物
』

一
九
七
二
i
8
)

一
一
頁
参
照
。

(
17
)

「嘉
峪
関
嘆
画
像
磚
墓
」
9(
『文
物
』

一
九
七
ニ
ー
12
)
三

一
頁

〈嘉
○
関
新
城
漢
墓
出
土
器
物
表
〉
参
照
。

(18
)

「湖
北
江
陵
藤
店

一
号
墓
発
掘
報
告
(『
文
物
』

一
九
七
三
1
9
)
九
頁
、「曲
阜
九
竜
山
漢
墓
発
掘
簡
報
」
(
『文
物
』

一
九
七
二
ー
5
)
四
三
頁
、お
よ
び
封
底
の
裏
面
図
版
、
「河

北
定
県
43
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
(『文
物
』

一
九
七
三
1
11
)
九
頁
、
お
よ
び
図
版
参
～
1
・
2
・
3
、
注
(15
)前
掲
書
同
頁
な
ど
参
照
。
な
お
瑪
瑙

・
赤
色
石

・
青
色
石

・
黒
色

珠

.
ガ
ラ
ス
ト
ル
コ
玉
な
ど
の
象
嵌
青
銅
器
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
緑
松
石
の
象
嵌
例
が
最
も
多
い
。

A19
)

「江
蘇
漣
水
三
里
激
西
漢
墓
」
(
『考
古
腎

一
九
七
三
ー
2
)
べ

四
頁
参
照
。
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(ひ2
)

「
銅
山
小
亀
山
西
漢
洞
墓
」
(
『文
物
』

一
九
七
三
ー
4
)
二
一
～
三
五
頁
参
照
、

(21
)

注
(
19
)前
掲
書
。

(22
)

こ
の
銅
錨

・
金
帯
鈎
と
も
、
注
(19
)
同
右
書
の
挿
図
四
の
2

・
7
、
お
よ
び
図
版
拾
貳
の
3
参
照
。

(23
)

『古
名
硯
』
附
冊

「補
遺

・
雑
器
-
硯
譜
、
出
土
古
硯
概
説
」

(
二
玄
社
刊
)
参
照
。

(24
)

王
氏
は
、
右
の
う
ち
三
種
の
陶
亀
硯
に
つ
い
て
図
版
の
標
題
に

「
漢
」
と
し
て
い
る
が
、

一
九
六
二
年
河
南
省
上
蔡
県
唐
墓
出
土
の
直
頸
単
亀
陶
硯
が
こ
の
三
種
の

一
の
そ
れ
と

類
似
し
て
い
る
た
め
、
な
お
断
定
を
た
め
ら

っ
て
い
る
。
宇
野
雪
村
教
授
も
藤
井
有
鄰
館
蔵
硯
や
町
春
草
氏
蔵
硯
に
こ
の
式
の
も
の
が
あ
り
、
こ
の
三
種
の
陶
硯
は
漢
か
唐
か
の

時
代
比
定
に
苦
し
む
と
い
わ
れ
る

(
『古
名
硯
』
附
冊

「出
土
硯
概
説
」
二
八
、
二
九
頁
参
照
)
。
な
お
後
考
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
硯
で
あ
る
。

(25
)

「湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十

一
座
秦
墓
発
掘
簡
報
」
(
『文
物
』

一
九
七
六
1
9
)
五
三
頁
、
お
よ
び
図
版
漆
の
5
参
照
。
な
お
椁
室
紀
年
銘
模
写
図
は
、
挿
図
三
に
み
え
る
。

(26
)

「湖
北
江
陵
鳳
凰
山

一
六
八
号
墓
発
掘
簡
報
」
(
『文
物
』

一
九
七
五
ー
9
)
四
頁
、
お
よ
び
図
版
貳
参
照
。

(27
)

「湖
北
省
江
陵
鳳
凰
山
西
漢
墓
発
掘
報
告
」
(
『文
物
』

一
九
七
四
ー
6
)
五
〇
頁
、
お
よ
び
挿
図
十
参
照
。

(錦
)

「海
州
西
漢
霍
賀
墓
清
理
簡
報
」
(『考
古
』

一
九
七
四
1
3
)

一
八
四
頁
、
お
よ
び
挿
図
六
参
照
。

(
29
)

「済
源
涸
澗
洶
三
座
漢
墓
的
発
掘
」
(
『文
物
』

一
九
七
三
ー
2
)
四
八
頁
参
照
。

(
30
)

「霊
宝
張
湾
漢
墓
」
(
『文
物
』

一
九
七
五
1
11
)
八

一
頁
、
お
よ
び

〈
随
葬
器
物
統
計
表
〉
参
照
。

(
31
)

注
(17
)
前
掲
書
二
八
頁
、
お
よ
び
出
土
器
物
表
三
二
頁
参
照
。

(
32
)

「亳
県
鳳
凰
台

一
号
漢
墓
清
理
簡
報
」
(
『考
古
』

一
九
七
四
1
3
)

一
九
〇
頁
参
照
。

(
33
)

浜
田
青
陵

「
ヒ
ル
ト
氏
の
支
那
古
銅
器
、
殊

に
海
馬
葡
萄
鏡
に
関
す
る
研
究
」
(『国
華
』

一
七
四
号
)

(
34
)

原
田
淑
人

「海
獣
葡
萄
鏡
に
就
て
」
(
『史
学
雑
誌
』
28
1
1
)。

(
35
)

『漢
鏡
と
隋
唐
鏡
図
録
』
(京
都
国
立
博
物
館
刊
)
図
版
20
下

〃
海
獣
葡
萄
方
鏡
"
(
12
頁
)、
鈴
本
博
司
解
説
参
照
。

(36
)

「海
獣
葡
萄
鏡
と
は
何
か
」
(
『歴
史
と
人
物
』
四
七
1
10
)
参
照
。

(37
)

『
洞
冥
記
』
巻
二
、
『捜
神
後
記
』
巻
十
、
『晉
書
』
巻
八

一
毛
宝
伝
。
ち
な
み
に
梁
の

「始
興
忠
武
王
碑
」
を
は
じ
め
そ
の
他
に
見
え
る
亀
跌
も
、
あ
る
い
は
鼇
戴
伝
説
と
関
連

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
は
直
接
し
な
い
の
で
の
ち
に
預
る
。

(38
)

注
(29
)
前
掲
書
五
二
、
五
三
頁
解
説
、
お
よ
び
挿
図
十
参
照
。

(
39
)

『沂
南
古
画
像
石
墓
発
掘
報
告
』

(曽
昭
橘
等
合
著
。
文
化
部
文
物
管
理
局

一
九
五
六
年
出
版
)
図
版
66
参
照
。

(
40
)

白
鳥
庫
吉
博
士
還
暦
記
念

『東
洋
史
論
叢
』
所
収
。

(
41
)

市
村
博
士
古
稀
記
念

『東
洋
史
論
叢
』
所
収
。

(
42
)

『文
物
』

一
九
七
七
1
7
、
七
七
頁

〈
小
辞
典
〉
参
照
。
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